

































































































に宮崎県産の杉板を使うなど、園舎の木質化を図っている。2020 年度に D こども園において 4 回の
木育活動を実施した。その中の 1 回で丸板磨きを行う。 
 
４．コマ製作の結果 














材料：杉丸太（直径 40 mm、50 
mm、65 mm を 50 cm に切り、幼
児が杉丸太を切りやすいように幅 12 mmごとに切り目を入れる。直径 5 mm
の丸棒を 65 mm に切る） 
用具：丸太を固定する枠（図 1）（べニア板の上に丸太材の幅を空けて角材
を木工用ボンドで接着する）、クランプ、のこぎり、紙やすり（図 2上）（使
いやすい大きさに切る。裏面にカラーペンで 120 番茶、240 番赤、400 番青、
600 番緑の色丸をつける。番号別に容器に入れる）、木片（紙やすりを巻き付
けて使う）、型紙（厚紙を直径 40 mm、50 mm、65 mm の円に切り中央に小







図 1 丸太を固定する枠 図 2 紙やすりに色丸をつける 
図 4 軸を打つための台 



















4） 直径 40 mm と直径 50 mm の木を切るのに、時間がかかる
のはどちらか問いかけた後、2名の教員がゆっくり切って見
せ、子どもが切る木を選べるようにする。 
5） 紙やすりで磨いておいた木の丸い板 4 種類（120 番で磨いた
もの、さらに 240 番でみがいたもの、さらに 400 番で磨い



















図 7 コマ 




























































































材料：杉丸太（直径 40 mm、50 mm を 50 cm に切り、幼児が切りや
すいように幅 12 mm ごとに、細く切った丸太を固定する枠を丸太に当




240 番、400 番、600 番）、型紙（厚紙を直径 40 mm、50 mm の円に切
り中央に 8 mm 間隔の 2 つの小さな穴をあける）、千枚通し、手動ドリ
ル（ドリル刃は直径 2 mm）、下敷き板、マスキングテープ（幅 5 mm、


























図 12 ブンブンコマ 




































材料：杉丸太（直径 50 mm を 50 cm に切り、幼児が杉丸
太を切りやすいように幅 25 mm ごとに切り目を入れてお
く）、車をつなぐ部品（幅 70 mm 厚さ 10 mm のヒノキ板を
幅 17mm 長さ 80 mm に切り、両端から 10 mm に直径 5 mm
の穴をあける）、直径 5 mm 長さ 50 mm に切った丸棒 図 15 二輪車 
図 14 小型ボール盤 




用具：丸太を固定するための枠、クランプ、のこぎり、紙やすり（120 番、240番、400 番、600 番）、
型紙（厚紙を直径 50 mm の円に切り中央に小さな穴をあける）、棒やすり（丸型）、千枚通し、小型ボ
ール盤（図 14）（ドリル刃は直径 6 mm）、
































る。（小型ボール盤は 20 mm 程度の深さの穴までしか開けることができないので、やむなく表と
裏からドリルを使う）幼児はボール盤から離れて立つように伝える。 
3） 穴の中のささくれが気になるときは棒やすりを使うようやって見せながら伝える。 
図16 紙やすりの使い方 図 17 組み立て方 































  D こども園において 4 回の製作活動を行うことができた。第 1回では幼児が木を磨く技術を習得





第 3 回は木のロボット人形を乗せる木の馬製作、第 4 回は木のロボット人形
を乗せるバイク製作をした。第 2 回以降は板材を幼児がのこぎりで切る活動
を含んでいる。 
（1）対象 Dこども園 年長児 
（2）内容 
















材料：杉丸太（直径 50 mm の丸太を幅 3 cm に切り、裏面を著者がラ
ンダムサンダー（図 20）（電動紙やすり）及び紙やすりを使って滑らか
に磨く。その後ヒーティングツール（図 21）（焼きペン）を使い焼き文




設営：チャック袋に 120 番、240 番、400 番の紙やすりと木片を入れ、
机上に置く。 
その他：見本の丸板（図 23）、布（材料の丸板を隠す）、樹皮のつい
















図 24 植林の図 
図 22 丸板 
図 23 樹皮のついた杉






















































































図 27 ボール盤 
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図 29 コマの軸をさして乾かす
図 28 下敷き板を使う 
